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Ⅰ 総  説 
 

１ 北広島市のあらまし 

 

（１）位置 

   本市は、石狩平野の中央に位置する周囲約 52.5 ㎞、総面積 118.54 ㎢の都

市で北西側は札幌市、北は江別市、東は千歳川を挟んで長沼町と南幌町に、

南は島松川を境界として恵庭市に接しています。 

 

（２）地勢  

   南西部にある島松山（標高 492.9ｍ）から、北東方面に標高 100ｍ前後の

波状台地が広がり、波状台地から幾筋もの水の流れが島松川や輪厚川などの

河川となって、千歳川などを経て石狩川に合流し、日本海へとそそいでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）気候 

   亜寒帯湿潤気候の裏日本型（日本海側）に属していますが、西部から北東

方向にのびる波状台地を境として、局地的な気候変化がみられます。 

 冬期は冬型の気圧配置にともなう北西の季節風が卓越して雪が降りやす

く、夏期は小笠原高気圧の影響で概ね南東風が吹き日中晴れる日が多くなり

ますが、太平洋沿岸から侵入してくる海霧の影響を受けて朝晩に曇ることが

あります。また、オホーツク海高気圧が優勢な年は、冷涼な北東気流の吹き

出しで気温があまり上がらず冷夏となることがあります。 

   

（４）交通 

   ＪＲ千歳線が中央部を南北に縦断し、西部を道央自動車道と国道 36 号、

北部を国道 274 号が走り、また東部を主要道道の江別恵庭線（道道 46 号線）

が通っていて、道央圏の重要な交通動脈となっています。 

   そのほか、市の東部地区と西部地区（大曲方面）を結ぶ道道栗山北広島線

（道道 1080 号線）は、市民の主要なライフラインとなっています。 

北広島市  
札幌市  

江 別

恵 庭

長 沼

南 幌
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（５）人口 

   住民基本台帳によると、平成 22 年度末における北広島市の人口は 60,465

人で、その推移をみると、道営北広島団地の開発が始まった昭和 45（1970）

年以降、増加しており、その後も宅地供給が進むにつれて増加し、平成 4

（1992）年 7 月には 5 万人、平成 16（2004）年 7 月には 6 万人を突破し、

現在に至っています。 

 

 

２ 北広島市クリーンセンター位置図 
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Ⅱ 機  構 
（平成 23 年 3 月 31 日現在） 

 

１ 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事務分掌 

 

  ※北広島市事務分掌規則より抜粋 

廃 

棄 

物 

対 

策 

課 

（ 1）清掃思想の普及及び啓発に関すること。 

（ 2）廃棄物処理の総合計画に関すること。 

（ 3）廃棄物処理施設及びリサイクル施設の計画に関すること。 

（ 4）一般廃棄物の収集及び運搬に関すること。 

（ 5）一般廃棄物収集運搬業務及び処分業の許可及び指導に関すること。

（ 6）廃棄物の処分に関すること。 

（ 7）廃棄物の適正処理及びその指導に関すること。 

（ 8）廃棄物の資源化及び再利用に関すること。 

（ 9）不法投棄に関すること。 

（10）廃棄物の手数料等に関すること。 

（11）クリーンセンターの管理運営に関すること。 

（12）廃棄物処理施設周辺の環境対策に関すること。 

（13）廃棄物処理の広域化に関すること。 

（14）道央地区環境衛生組合との連絡調整に関すること。 

参
事

廃棄物処理施設整備に関すること。 

 

 

 

市民  

環境部  

廃棄物対策課

計画担当（２名）  

減量リサイクル担当（２名） 

管理担当（２名）  

参  事  廃棄物処理施設整備担当（１名）

環 境 課  

（廃棄物指導パトロール員 2 名）  
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３ 委託 

 

委 託 業 務 委 託 先 

一般廃棄物収集運搬業務 協業組合エクセル三和 

粗大ごみ受付業務 ＮＴＴ北海道テレマート株式会社 

粗大ごみ戸別収集業務 環境サービス株式会社 

クリーンセンター施設管理運営業務 荏原エンジニアリング株式会社 
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Ⅲ 施設及び機材 
 

１ 施設の現況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）最終処分場 

   処分場は地形的に北部地区と南部地区とに２分され、北部は巾 130ｍ、長

さ 350ｍ。南部は巾 100ｍ、長さ 150ｍのそれぞれ浅い谷になっています。

北部、南部ともに地形的に現況のままでの埋立では、処分可能なごみ量が

120,000ｔ程度の容量しかなく、用地の有効利用を図るため、底盤を掘削し

て処分量を 1,100,000ｔまでに増やしています。 

   二次公害防止の面から、埋立廃棄物が化学的かつ生物学的反応により変化

し、降雨により浸出水中に溶解されて排出される汚水の地下浸透を防ぐため、

埋立底部に集水管を布設し、浸出汚水が長時間滞流することがないよう集水

し、浸出汚水処理施設へ汚水管にて誘導され浄化後下水道管へ放流されます。

また、降雨量の瞬時による一時的浸出汚水の増加については調整池をへて下

水道管に放出されます。 

   廃棄物自体の臭気と、埋立後に腐敗して発生する臭気及びごみの発酵消化

による発生ガスなどによる防火・悪臭については埋立内部にガス抜装置を埋

設し通気筒をとうして大気に拡散させ、即日覆土により悪臭を吸着し、発散

させないようにしています。 

   害虫・害鳥などは、定期的な薬剤散布と十分な覆土により防止しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ＜第 5 期最終処分場＞ 
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名称 
北広島市廃棄物埋立処分場 

（管理型最終処分場） 

所在地 北広島市輪厚７２３番地 

総面積 199,446.66 ㎡ 

埋立面積 101,500.00 ㎡ 

埋立量 1,100,000.00 ㎥ 

運営体制 民間委託 

埋立構造 準好気性埋立方式 

埋立工法 サンドウィッチ方式 

 

 

（２）搬入管理施設 

   最終処分場施設の埋立処分地及び浸出水処理施設等に関する全体管理及

び事務処理のため管理棟を設置しています。また、搬入ごみ量検量のための

トラックスケールを備えています。 

 

 ア 管理棟 

   事務室、会議室、分析室、機械室、作業員 

控室、和室、浴室及び便所を備える、鉄筋コ 

ンクリート造りです 

 

 

 

 

 

 

 イ トラックスケール 

   搬入ごみ量検量のためデータ処理装置及び 

上屋付トラックスケールを設置している。 

   トラックスケールはカード差込による自動 

計量方式で、ごみ種別及び搬入者別にごみ量 

などのデータが管理されています。 

 

 

（３）資源処理施設 

   分別収集された資源ごみの処理を行うため、 

  平成４年に資源リサイクルセンターを設置し、 

資源ごみの選別圧縮梱包を行ってきましたが、 

施設の容量不足・老朽化のため、平成２２年 

に新たに北広島市資源リサイクルセンター設 

置しました。当施設内ではびん・缶・ペット 

ボトルなどの容器包装リサイクル法該当品目 

の選別圧縮梱包を行っています。 

 また、破砕施設を併用してごみの減量化を 

行っています。 

床面積 288.49 ㎡ 

建設面積 289.00 ㎡ 
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名 称 北広島市資源リサイクルセンター 

建 築 面 積 1,726.34 ㎡ 

述 床 面 積 2,762.97 ㎡ 

施 設 処 理 能 力 16ｔ／日 

処 理 

びん・缶・ペットボトル 

⇒ 破袋・異物除去・選別・圧縮梱包 

プラスチック製容器・紙製容器包装 

⇒ 破袋・圧縮梱包 

紙パック・新聞・雑誌・段ボール 

⇒ 直接資源化 

 

 

（４）浸出水処理施設 

   処分場から出る浸出水は、周辺環境への影響を考慮し、河川放流はせず、

下水道放流を行っています。なお、下水道放流基準を満たすため浸出水処理

施設で前ばっ気等の処理を行っています。 

 

名 称 浸出水処理場 

浸出汚水量（平均） 115 ㎥／日 

浸出汚水量（最大） 281 ㎥／日 

処 理 方 法
活性汚泥法+生物学的脱

窒法+砂ろ過 

 

 

 

（５）破砕転圧機（コンパクタ） 

   埋立処分地の使用年数を延ばすために 

  破砕転圧機（コンパクタ）を導入しまし 

  た。 

   縦横のグローサでごみを細かく破砕し、 

  三角フート部の食い込みにより強力に圧 

  縮します。 

 

 

 

機種 コマツＷＦ450Ｔ-3 ﾄﾗｯｼｭｺﾝﾊﾟｸﾀ 

重量 ㎏ 24,600 

総排気量 ℓ 11.04 

ホイール型式 - グローサ付三角フート 

全長 ㎜ 7,520 

全幅 ㎜ 3,400 
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Ⅳ 清掃事業の状況 
 

 

１ 一般廃棄物の処理に関する計画（市告示の抜粋） 

    

 ＜計画期間＞ 

   平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日 

 

 ＜計画区域＞ 

   北広島市全域 

 

 ＜一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み＞ 

   ・一般廃棄物の発生量の見込み 

廃 棄 物 の 種 類 発  生  量 

家 庭 廃 棄 物 12,910 ｔ 

事 業 系 一 般 廃 棄 物 4,983 ｔ 

合 計 17,893 ｔ 

 

   ・公共処理による計画受入の量 

廃 棄 物 の 種 類 受 入 量 

家 庭 廃 棄 物 小 計 12,910 ｔ

普通ごみ及び有害・危険ごみ 10,316 ｔ

粗 大 ご み 135 ｔ

計
画
収
集 資 源 ご み 2,130 ｔ

 

直 接 搬 入 329 ｔ

事 業 系 一 般 廃 棄 物 4,983 ｔ

合 計 17,893 ｔ

 

   ・一般廃棄物の処理量の見込み 

処 理 の 方 法 処 理 量

資 源 出 荷 1,843 ｔ

委 託 処 理 36 ｔ

埋 立 処 分 17,893 ｔ
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＜分別して収集するものとした一般廃棄物の種類及び分別の区分＞ 

家 庭 廃 棄 物 

ステーション方式による定日収集（粗大ごみは除く） 

粗大ごみは定日の戸別収集 

許可業者による個別、随時収集 

排出者による直接搬入 

事 業 系 一 般 廃 棄 物 
許可業者による個別、随時収集 

排出者による直接搬入 

  

 

＜市が収集を行う家庭廃棄物の区分と排出基準＞ 

区分 内容 排出基準 

普通ごみ 指定ごみ袋に入るもので厨芥類、草、

紙類等（他の区分に含まれないもの）

 

指定ごみ袋に入らない次のもの 

・剪定枝、傘、発泡スチロール、ご

ざ、じゅうたん、カーペット、ホ

ットカーペット、すだれ、玄関マ

ット、ぬいぐるみ 

・長さが 2ｍ以内の棒状のもの 

 作業用具、除雪用具、掃除用具、

スポーツ用品及びレジャー用品等

（棒状が 2 本以上からなるものは

除く） 

・長さが 2ｍ以内の筒状のもの 

 煙突、パイプ類等 

・主にプラスチック製、木製のバケ

ツ類、樽、たらい又はその他バケ

ツ類などに類似するもの 

・その他上記に類似するもので粗大

ごみに馴染まないもの 

・粗大ごみの指定を受けていないも

ので、最大の辺又は径が 60 ㎝以下

のもの 

指定ごみ袋に入れ、飛散しないよう

に口を閉じる。 

指定ごみ袋に入らないものは、ごみ

に直接普通ごみ用ごみ処理券を貼

る。 

ござ、じゅうたん、すだれなどはひ

もで縛る。 

剪定枝は、太さ 1 ㎝以上で 1.5ｍ以

下のものを長さ 1ｍのひもで縛る。

傘並びに棒状及び筒状のものは、3

本までをひもで縛る。 

作業用具等で刃等がついているも

のは、紙等で包み直接手でふれても

危険のないようにする。 

危険ごみ 

スプレー缶、刃物、割れたガラス、

ライター、その他収集作業上危険と

考えられるもの 

刃物等は紙等に包み、スプレー缶

は、完全に中身を抜いてから穴を開

け、刃物等と一緒に指定ごみ袋に入

れて危険であることがわかるよう

に表示し、飛散しないように口を閉

じる。 

破砕しないごみ ひも、ホース、コード類、布製品、

革製品、カセットテープ、ビデオテ

ープ等は破砕機に巻きつく恐れのが

あるもののほか金属類等 

指定ごみ袋に入れ、飛散しないよう

に口を閉じる。 

粗大ごみ 指定ごみ袋に入らず普通ごみ区分に

挙 げ た も の 以 外 の も の の 電 気 ・ ガ

ス・石油・ちゅう房器具（特定家電

除く。）、家具・寝具及びその他のも

の（自転車、材木類、スキーなど）

大きさが、250 ㎝×150 ㎝×120 ㎝以

内のものとし、粗大ごみ用ごみ処理

券を貼る。 

材木類やスキーなどはひもで束ね

る。 
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区分 内容 排出基準 

びん 主としてガラス製の容器（主として

ほうけい酸ガラス製のもの及び主と

して乳白製のものは除く。） 

缶 主として鋼製の容器包装及び主とし

てアルミニウム製の容器包装 

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

ペット 

ボトル 

主としてプラスチック製の容器包装

であって、飲料（清涼飲料、酒類、

乳飲料など）、特定調味料（しょうゆ、

しょうゆ加工品、みりん風調味料、

食酢、調味酢、ドレッシングタイプ

調味料）を充てんするためのポリエ

チレンフタレート製の容器 

中をすすいで水を切り、びん及びペ

ットボトルは必ずふたをはずし、缶

と一緒に中身の見えるごみ袋に入

れ、飛散しないように口を閉じる。
容
器
包
装
ご
み 

プラスチック 

製容器 

主としてプラスチック製の容器包装

（飲料（清涼飲料、酒類、乳飲料な

ど）、特定調味料（しょうゆ、しょう

ゆ加工品、みりん風調味料、食酢、

調味酢、ドレッシングタイプ調味料）

を充てんするためのポリエチレンフ

タレート製の容器を除く） 

汚れを落としてから中身の見える

ごみ袋に入れ、飛散しないように口

を閉じる。 

段ボール 主として段ボール製の容器包装 
たたんでひもで束ねるか、中身の見

えるごみ袋に入れ、飛散しないよう

に口を閉じる。 

紙パック 主として紙製の容器包装であって、

飲料を充てんするための容器包装 

（原材料としてアルミニウムが利用

されているもの及び主として段ボー

ル製のものを除く。） 

開封し、中を洗い、乾かしてからひ

もで束ねるか、中身の見える袋に入

れ、飛散しないように口を閉じる。

紙製容器 主として紙製の容器包装（主として

段ボール製の容器包装及び飲料を充

てんするための容器（原材料として

アルミニウムが利用されているもの

及び主として段ボール製のものを除

く）を除く。） 

ビニールや金属など紙以外のもの

をはずしてから、中身の見えるごみ

袋に入れ、飛散しないように口を閉

じる。 

新聞 新聞紙（チラシ含む） ひもで束ねるか、中身の見えるごみ

袋に入れ、飛散しないように口を閉

じる。 

資
源
ご
み 

紙
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み 

雑誌 週刊誌、月刊誌、季刊誌、年刊誌、

単行本類などのほか書籍 

糊付けされたものと背がホッチキ

ス止めされたものに分けて、ひもで

束ねるか、中身の見えるごみ袋に入

れ、飛散しないように口を閉じる。

有害ごみ 蛍光管、乾電池及び水銀体温計等 蛍光管、乾電池及び水銀体温計等は

それぞれに分けて中身の見えるご

み袋に入れ、飛散しないように口を

閉じる。 
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＜市が収集を行わない家庭廃棄物の区分＞ 
区分 内容 

適正処理困難物 ・大きさが 250cm×150cm×120cm を超えるもの 

・特定家電（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機及びエアコン）

・自動車等の廃タイヤ（自転車の廃タイヤを除く） 

・廃バッテリー   

・灯油、エンジンオイル等鉱物性又は引火性の廃油 

・廃酸、廃アルカリ 

・毒物、劇物、農薬等 

・固化していない塗料 

・ガスボンベ（カセットボンベ除く） 

・消火器 

・注射針 

・家庭用パソコン 

・オートバイ、スクーター 

・その他処理業務に支障があると考えられるもの 

収集不適物 ・ホームタンク（90 ㍑を超えるもの） 

・ドラム缶 

・ブロック、石、レンガ 

・ピアノ 

・一時的な多量ごみ 

（ステーション方式収集） 

・大きさが 200 ㎝×150 ㎝×120 ㎝を超えるもの 

・重さが 30kg を超えるもの 

（粗大ごみ戸別収集） 

・大きさが 250 ㎝×150 ㎝×120 ㎝を超えるもの 

・重さが 100kg を超えるもの 

 その他処理業務に支障があると考えられるもの 

 

＜家庭廃棄物の収集地区と収集日＞ 
危険ごみ、破砕し

ないごみ 

紙 製 容 器 包 装 ご

み、段ボール、紙

パック、新聞紙、

雑誌 

普通ごみ 

プラスチック製

容器包装ごみ 

びん・缶・ペッ

トボトル 

普通ごみ 

粗大ごみ 収 集 地 区 

毎月第 2 木曜日 
西の里、西の里東、西の里南、西の里北、虹

ヶ丘、植木村（大曲）、共栄、共栄町、北の里

月曜日 木曜日 

毎月第 3 木曜日 

朝日町、東共栄、稲穂町西、稲穂町東、東の

里、美咲き野、中の里町内会（中の沢・富ヶ

岡）、中央（1・2 丁目） 

毎月第 2 金曜日 

北進町、広葉町、輝美町、栄町、美沢、南の

里、富ヶ岡、新富町西、新富町東、中央（3

～6 丁目）、中の沢 
火曜日 金曜日 

毎月第 3 金曜日 
青葉町、若葉町、白樺町、緑陽町、松葉町、

南町、泉町、里見町、山手町、高台町 

毎月第 2 土曜日 
大曲中央、大曲末広、大曲光、大曲並木、大

曲幸町、大曲、大曲緑ヶ丘 

水曜日 土曜日 

毎月第 3 土曜日 

大曲柏葉、大曲南ヶ丘、大曲工業団地、希望

ヶ丘、輪厚、輪厚元町、輪厚中央、島松、三

島、仁別 
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２ ごみステーション設置状況 

 

   市内に 991 ヶ所設置（平成 23 年 3 月 31 日現在） 

 

 

３ ごみステーションの整備補助事業 

   自治会・町内会が管理しているごみステーションを適正かつ衛生的に管理

していただくため、ごみステーションの整備に係る費用の一部を補助する制

度を平成 20 年 7 月より実施しています。 

 

＜ごみステーション整備補助実績＞ 

年度 助成件数 助成額 

平成 20 年度 44 件 3,131,700 円 

平成 21 年度 41 件 3,499,900 円 

平成 22 年度 76 件 3,836,800 円 

 

 

４ 粗大ごみの戸別収集実績 

   平成 20 年 10 月より「市が品目ごとに指定する粗大ごみ」、「指定した粗大

ごみ以外で指定ごみ袋に入らない最大の辺又は径が 60 ㎝を超えるもの」は、

電話申し込みによる戸別収集を行っています。 

 

＜粗大ごみ受付実績＞ 

年度 入電数 受付数 受付個数 

平成 20 年度 2,333 件 1,206 件 1,876 個 

平成 21 年度 8,438 件 5,030 件 9,294 個 

平成 22 年度 10,776 件 6,631 件 13,304 個 

※平成 20 年度の受付期間は H20.9.16～H21.3.31 です。 

 

＜粗大ごみ収集実績＞ 

年度 収集量 

平成 20 年度 25.05ｔ

平成 21 年度 133.08ｔ

平成 22 年度 187.10ｔ
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Ⅴ 減量・リサイクル等事業 
 

 

１ 資源ごみ 

   資源ごみとして分別され、クリーンセンターに集められた廃棄物のうち、

紙製容器は破袋処理後、プラスチック製容器は破袋・圧縮・梱包処理後、市

で再商品化費用を負担してリサイクルを行っています。また、段ボール、紙

パック、新聞紙及び雑誌は、有価で引き取りを行う業者に売却しています。 

   びん・缶・ペットボトルは、分別保管等委託業者に引き渡した後、アルミ

缶、スチール缶、無色びん、茶色びん、その他の色びん及びペットボトルに

分別され、市で再商品化費用を負担するなどしてリサイクルを行っています。 

 

２ 粗大鉄くず 

   粗大ごみとして分別された廃棄物のうち、鉄くずは有価で引き取りを行う

業者に売却しています。 

 

＜ 資 源 出 荷 状 況 ＞ 

（単位：ｔ） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

無色ガラス容器 73.30 71.35 56.81 86.29 74.03

茶色ガラス容器 67.87 76.24 68.48 113.28 89.00

その他ガラス容器 136.64 166.50 146.67 144.96 60.81

ペットボトル 98.30 101.81 70.14 66.55 129.32

紙製容器包装 176.62 184.53 194.79 210.04 243.73

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装 323.60 354.82 398.06 407.92 535.08

白色トレー プラに含む  プラに含む プラに含む プラに含む  プラに含む

スチール製容器包装 111.41 124.32 84.69 87.77 84.46

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製容器包装 73.58 66.91 46.21 54.06 66.82

紙パック 9.26 9.18 11.86 12.93 12.24

段ボール 371.04 368.58 389.68 364.40 339.02

新聞紙 ― ― 59.67 63.31 66.01

雑誌 ― ― 37.08 56.82 72.03

破砕鉄くず 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

粗大鉄くず 166.28 80.07 60.61 44.09 89.14

合計 1,607.90 1,604.31 1,624.75 1,712.42 1861.69
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＜ 委 託 収 集 ＞ 

 

 
新聞紙 

（ｔ） 

一升瓶 

（本） 

ビール瓶 

（本） 

焼酎 

（本） 

ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ瓶

（ｔ） 

平成 18 年度 21.97 23,069 5,005 5,689 31.30

平成 19 年度 26.79 22,345 4,597 5,566 30.71

平成 20 年度 6.85 19,788 4,278 5,379 26.97

平成 21 年度 - 15,793 3,011 2,336 20.34

平成 22 年度 - 5,871 1,423 974 7.8

※ 新聞紙は平成 20 年 9 月分まで、それ以外は平成 22 年 9 月分まで。     
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新聞紙 ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙ瓶
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３ 蛍光管及び乾電池 

   分別収集された蛍光管は、クリーンセンターに設置された蛍光管破砕機で

破砕処理後、乾電池と一緒に北海道北見市にある広域回収センターに引き渡

されます。 

   広域回収センターでは、蛍光管や乾電池本体のガラスはガラスに、鉄は鉄

くずに再利用され、また、水銀は再度水銀として、亜鉛、マンガン等は電子

部品等にリサイクルされます。 

  

＜蛍光管及び乾電池の回収実績＞ 

（単位：ｋｇ） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

蛍光管 8,890 6,230 6,740 6,600 8,210

乾電池 12,890 12,930 12,770 9,480 12,260

 

 

４ 減量化推進事業 

   市では、市民団体と協働し、生ごみの減量化・資源化の推進事業を行って

います。 

 

＜平成 22 年度実績報告＞ 

 

     【生ごみ堆肥化講習会】 

コンポスト使用講習会 

 

 

①5/19 （水）中央会館       参加人数：34 人 

段ボール箱使用講習会 

 

 

①11/30（火）中央会館       参加人数：40 人 

②12/2 （木）大曲会館       参加人数：19 人 

③3/10 （木）中央公民館      参加人数：15 人 

庭先講習 

 

 

期  間：5 月から 1 月 

実施回数：53 回 

参加人数：303 人 

       

 【環境教育講習会】 

①11/9 （火）芸術文化ホール     参加人数：70 人 

②11/26（金）芸術文化ホール     参加人数：74 人 
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５ 集団資源回収 

   北広島市資源回収奨励金交付要綱により、平成 12 年度から集団資源回収

活動を行う団体に対して、資源の引き渡し総重量 1 ㎏当たり 3 円の奨励金を

交付しています。※奨励金は平成 20 年 10 月分から 1 ㎏当たり 4 円に変わり

ました。 

 

＜集団資源回収実施（登録）団体数＞ 

 自治会 子供会 ＰＴＡ 学校 その他 合計 

平成 18 年度 65 25 13 4 13 120 

平成 19 年度 68 23 10 4 13 118 

平成 20 年度 74 23 10 5 11 123 

平成 21 年度 72 21 10 4 11 118 

平成 22 年度 71 20 10 4 17 122 

 

 

＜ 集 団 資 源 回 収 実 績 ＞    （単位：ｋｇ） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

総  量 2,671,737 2,802,983 2,871,937 2,665,205 2,769,293 

新聞紙 2,049,372 2,129,498 2,116,261 1,945,169 1,958,820 

雑 誌 366,885 381,377 412,267 333,156 350,295 

段ボール 209,004 239,725 279,638 325,819  389,913 

紙パック 20,293 19,144 18,888 22,728   25,773 

紙 

雑紙 180 2,141 662 1,250   1,050 

びん 10,075 9,549 11,835 11,618    11,058 

アルミ缶 11,915 14,196 18,188 22,338    24,056 金
属 スチール缶 740 753 929 1,025     1,941 

くず鉄 195 2,566 2,624 1,122     4,634 

布 3,027 3,988 10,282 951     1,422 

そ
の
他 

ﾋﾞｰﾙｹｰｽ等 51 46 63 29       331 
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６ 生ごみ堆肥化容器（コンポスト）および電動生ごみ処理機購入助成 

 

＜生ごみ堆肥化容器助成実績＞     （単位：個） 

助成年度 平成元年度 平成 2 年度 平成 3 年度 平成 4 年度 平成 5 年度 

助成数 - - 1,060 140 300 

その他 33 27    

助成年度 平成 6 年度 平成 7 年度 平成 8 年度 平成 9 年度 平成 10 年度

助成数 300 150 150 157 162 

その他 - - - - - 

助成年度 平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度

助成数 150 166 126 118 209 

その他 - - - - - 

助成年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

助成数 226 260 250 237 296 

その他 - - - - - 

助成年度 平成 21 年度 平成 22 年度 - - - 

助成数 207 112 - - - 

その他 - - - - - 

 

           ＜電動生ごみ処理機助成実績＞      （単位：個） 

助成年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

助成数 25 50 87 92 41 

その他 - - - - - 

 

＜ 減 量 効 果 ＞ 

① 各年度における利用可能個数 

  利用可能個数は、堆肥化容器の耐久年数を 10 年、電動生ごみ処理機を 6 年とし、以下 

の式に基づき設定。 

   利用可能個数（個）＝助成個数×（耐久年数―経過年数）÷耐久年数 

    

              

 

 

② 減量効果の算出 

  減量効果は、堆肥化容器が 1 年のうち 7 ヶ月（210 日）、電動生ごみ処理機が 1 年利用 

できるとして 1 日 1 世帯当りの生ごみ排出量を 0.55 ㎏として、以下の式に基づき算出。 

   減量効果（㎏）＝利用可能個数×利用可能日数 

×1 日 1 世帯当りの生ごみ排出量（㎏/世帯・日） 

 

 

 

 

 

【計算例】平成 9 年度に助成を行った堆肥化容器の平成 12 年度の利用可能個数 

利用可能個数（個）＝157 個×（10 年－3 年）÷10 年 

              ＝109.9 個 

              ≒110 個  

【計算例】平成 18 年度の減量効果 

         ＜堆肥化容器＞       ＜電動生ごみ処理機＞ 

減量効果（㎏）＝（1,104 個×210 日×0.55kg）＋（25 個×365 日×0.55kg） 

        ＝127,512kg ＋ 5,018.75kg 

        ＝132,530.75kg 

≒132,531kg 
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 堆 肥 化 容 器 

助 成 個 数 

（利用可能個数） 

電動生ごみ処理機

助 成 個 数

（利用可能個数）

助 成 個 数

累 計

減 量 効 果 

（ ｋ ｇ ） 

減 量 効 果 累 計

（ ｋ ｇ ）

平成 元年度 33 (   33) 33 3,812 3,812

平成 ２年度 27 (   57) 60 6,584 10,395

平成 ３年度 1,060 (1,110) 1,120 128,205 138,600

平成 ４年度 140 (1,139) 1,260 131,555 270,155

平成 ５年度 300 (1,313) 1,560 151,652 421,806

平成 ６年度 300 (1,457) 1,860 168,284 590,090

平成 ７年度 150 (1,421) 2,010 164,126 754,215

平成 ８年度 150 (1,370) 2,160 158,235 912,450

平成 ９年度 157 (1,311) 2,317 151,421 1,063,871

平成 10 年度 162 (1,240) 2,479 143,220 1,207,091

平成 11 年度 150 (1,144) 2,629 132,132 1,339,223

平成 12 年度 166 (1,050) 2,795 121,275 1,460,498

平成 13 年度 126 (  901) 2,921 104,066 1,564,563

平成 14 年度 118 (  840) 3,039 97,020 1,661,583

平成 15 年度 209 (  871) 3,248 100,601 1,762,184

平成 16 年度 226 (  928) 3,474 107,184 1,869,368

平成 17 年度 260 (1,027) 3,734 118,619 1,987,986

平成 18 年度 250 (1,104) 25 (   25) 4,009 132,531 2,120,517

平成 19 年度 237 (1,158) 50 (   75) 4,296 148,002 2,269,322

平成 20 年度 296 (1,265) 87 ( 162) 4,679 178,629 2,447,951

平成 21 年度 207 (1,268) 92 ( 254) 4,978 197,445 2,645,396

平成 22 年度 112 (1,171) 41 (  295) 5,131 194,472 2,839,868

※平成 17 年度ごみ組成（家庭ごみ）に基づき、1 日 1 世帯当りの生ごみ排出量を見直しています。 
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７ 古着・古布の拠点回収 

   平成１７年度より、市内各地区で古着・古布を回収する回収拠点を設置し

ています。回収した古着・古布はウエス（工業用雑巾）として再利用されて

います。 

 

＜古着・古布拠点回収量＞ 

（単位：ｋｇ） 

 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

拠 点 回 収 量 3,136 3,137 8,532 9,537 11,366
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８ レジ袋の削減に向けた取り組み 

   ごみの減量化・リサイクルの推進の取り組みとして、レジ袋の削減を進め

るため、市内の事業者（4 社）、消費者団体（2 団体）との間で平成 20 年 9

月 25 日に「環境保全の推進に向けたレジ袋削減に関する協定」を締結しま

した。 





参 考 資 料 





32.78ｔ 32.45ｔ平成22年度 110.17ｔ 平成22年度 44.94ｔ

　※市内一斉清掃で回収された不法投棄物を含む

２ 不適正排出状況

　平成20年10月より家庭ごみの有料化が始まり、有料のごみは指定のごみ袋又はごみ処理券を使って排出
し、無料の資源ごみはきれいにして透明又は半透明の袋に入れて排出していただくことになりました。有
料ごみを透明の袋に入れて排出したり、資源ごみに他のごみが混入している不適正排出は、年々増加傾向
にあります。

　※平成20年度より不適正排出量を含む

432 47 0 37 31平成21年度 166.76 852 177

パソコン
冷蔵庫
冷凍庫

ＬＰボンベ

7739 84 4

１ 不法投棄状況

平成18年度

テレビ

292923

＜不法投棄受入状況＞

74 18

エアコン

平成20年度

総量（ｔ）

平成19年度

80.13

（単位：本・台）

　粗大ごみや廃家電等を道路などに不法に投棄することは、歩行者や車の通行に支障をきたすだけでな
く、地域の景観を損ね、生活環境を悪化させます。

洗濯機
衣類乾燥機

バッテリータイヤ

2 68 13

6249 80 1 72 36

169.35 885 425 84 112 18

110.5 1,045 277

不適正排出量
44.0ｔ

＜不適正排出量＞
年度

平成20年度平成20年度
年度 月・木地区

＜地区別不適正排出量＞
火・金地区 水・土地区

17.8ｔ 10.3ｔ 15.9ｔ
平成21年度 61.6ｔ 平成21年度 20.9ｔ 14.4ｔ 26.3ｔ

平成22年度 216.37 1,026 278 22 433 44 3 31

292

84
4

77

277

80
1

62

425

112

2
68

177

47
0

37

278

44
3

31

0

100

200

300

400

500

600

700

18 19 20 21 22

テレビ 冷蔵庫・冷凍庫 エアコン 洗濯機・衣類乾燥機
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低位発熱量(計算値)(J/g)

厨 芥 類

新 聞 ・ チ ラ シ ・ 雑 誌

書 籍 類

合 計 ( 使 用 ) 重 量

段 ボ ー ル

そ の 他 紙 類

ビ ニ ー ル 類

そ の 他

蛍 光 管

ス チ ー ル 缶

金 属 類

ア ル ミ 缶

単 位 体 積 重 量(kg/m3)

乾 電 池

142 161

7,720 6,990

100.0

46.81/ 5.95 /47.24 50.29 /5.89 /43.82

　　ごみ組成は湿潤試料についての重量である。

水 分/灰 分/可燃分(%)

102.05 100.0 101.47

0.00

1.14 1.12 0.50 0.49

0.00 0.00 0.00

0.01

0.02 0.02 0.05 0.05

0.07 0.07 0.01

0.23

0.00 0.00 0.01 0.01

0.52 0.51 0.23

0.23

0.45 0.44 0.36 0.35

0.23

ビ ン 類

瀬 戸 ・ ガ ラ ス 0.00 0.00

0.05

3.65 3.58 1.16 1.14

0.05

木 ・ 竹 ・ 草

ゴ ム ・ 皮 革 類 0.98 0.96

0.05

4.40 4.31 4.53 4.46

発 泡 ト レ イ 0.13 0.13 0.05

1.56

0.13 0.13 0.03 0.03

1.58

6.96 6.82 5.01 4.94

ペ ッ ト ボ ト ル

プ ラ ス チ ッ ク 類 0.46 0.45

プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器

1.99

1.49 1.46 1.60 1.58

2.02そ の 他 紙 製 容 器

布 類

3.75 3.67

29.13

1.18 1.16 0.26 0.26紙 パ ッ ク

28.67 28.09 29.56

0.00

0.16 0.16 0.10 0.10

0.25 0.24 0.00

49.03

2.42 2.37 4.38 4.32

45.22 44.31 49.75

３ ごみの組成分析　

　　平成22年度に実施した、ごみ質組成分析の結果です。

平成22年6月3日（木） 平成22年10月27日（水)調 査 年 月 日

ご み 組 成

＜家庭系廃棄物＞

ごみ質組成分析調 査 内 容

重 量 (kg) 重 量 比 (%)

ごみ質組成分析

重 量 (kg) 重 量 比 (%)
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＜事業系廃棄物＞

調 査 年 月 日 平成22年6月4日（金） 平成22年10月28日（木)

調 査 内 容 ごみ質組成分析 ごみ質組成分析

ご み 組 成 重 量 (kg) 重 量 比 (%) 重 量 (kg) 重 量 比 (%)

46.09

新 聞 ・ チ ラ シ ・ 雑 誌 2.82 2.66 4.84 4.27

厨 芥 類 45.88 43.30 52.28

0.00

段 ボ ー ル 1.21 1.14 0.84 0.74

書 籍 類 0.00 0.00 0.00

19.97

紙 パ ッ ク 1.18 1.11 0.33 0.29

そ の 他 紙 類 32.72 30.88 22.65

6.96

布 類 2.48 2.34 2.37 2.09

そ の 他 紙 製 容 器 8.29 7.82 7.90

1.38

プ ラ ス チ ッ ク 製 容 器 5.59 5.28 8.04 7.09

プ ラ ス チ ッ ク 類 0.32 0.30 1.57

0.84

発 泡 ト レ イ 0.01 0.01 0.07 0.06

ペ ッ ト ボ ト ル 0.02 0.02 0.95

4.74

ゴ ム ・ 皮 革 類 0.08 0.08 0.03 0.03

ビ ニ ー ル 類 2.44 2.30 5.38

3.53

瀬 戸 ・ ガ ラ ス 0.00 0.00 0.09 0.08

木 ・ 竹 ・ 草 0.87 0.82 4.01

0.13

金 属 類 0.33 0.31 0.34 0.30

ビ ン 類 0.00 0.00 0.15

0.15

ス チ ー ル 缶 0.03 0.03 0.88 0.78

ア ル ミ 缶 0.02 0.02 0.17

0.03

蛍 光 管 0.00 0.00 0.00 0.00

乾 電 池 0.00 0.00 0.03

0.46

合 計 ( 使 用 ) 重 量 105.96 100.0 113.44 100.00

そ の 他 1.67 1.58 0.52

　　ごみ組成は湿潤試料についての重量である。

水 分/灰 分/可燃分(%) 45.16 / 6.26 / 48.58 47.71 / 6.14 / 46.15

単 位 体 積 重 量(kg/m3) 118 84

低位発熱量(計算値)(J/g) 8,020 7,500
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102.05 100.00 101.47 100.00

1.14 1.12 0.50 0.49

0.00 0.00 0.00 0.00

0.02 0.02 0.05 0.05

0.07 0.07 0.01 0.01

0.00 0.00 0.01 0.01

0.52 0.51 0.23 0.23

0.45 0.44 0.36 0.35

0.00 0.00 0.23 0.23

3.65 3.58 1.16 1.14

0.98 0.96 0.05 0.05

4.40 4.31 4.53 4.46

0.13 0.13 0.05 0.05

0.13 0.13 0.03 0.03

6.96 6.82 5.01 4.94

0.46 0.45 1.58 1.56

1.49 1.46 1.60 1.58

3.75 3.67 2.02 1.99

1.18 1.16 0.26 0.26

28.67 28.09 29.56 29.13

0.16 0.16 0.10 0.10

0.25 0.24 0.00 0.00

2.42 2.37 4.38 4.32

45.22 44.31 49.75 49.03

H22.6 H22.10

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

＜　家　庭　系　廃　棄　物　＞

0.00

0.88

100.01

0.00 0.00 0.03 0.03

0.24

0.46

0.00

0.00

0.41 0.39 0.00 0.00

3.56

0.06

3.85 3.66 3.95 3.64

3.85 3.66 3.87

0.02

0.06 0.06

0.16 0.15 0.02 0.02

2.47

1.88

1.61

2.97

0.15 0.14 0.58 0.53

0.00

0.61

19.33 18.35 18.74 17.26

0.00 0.00 0.00

0.85

58.34 53.73

4.61 4.38 10.86 10.00

105.32 100.00 108.58

0.00 0.00 0.00

2.36 2.24 0.96

0.00 0.00 0.00

0.02 0.02 0.00

1.31 1.24 0.26

0.47 0.45 0.50

0.02 0.06

0.54 0.51 1.75

3.72 3.53 3.22

0.19 0.18

3.38 3.21 2.68

0.76 0.72 2.04

0.81 0.66

H21.6 H21.10

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

59.34 56.34

206.58 100.00 220.98 100.00

0.07 0.03 0.98 0.44

0.00 0.00 0.00 0.00

0.02 0.01 0.05 0.02

0.19 0.09 0.00 0.00

0.01 0.00 0.00 0.00

1.10 0.53 0.44 0.20

0.40 0.19 0.00 0.00

0.40 0.19 0.06 0.03

28.74 13.91 16.16 7.31

0.25 0.12 0.04 0.02

4.21 2.04 5.33 2.41

0.42 0.20 0.06 0.03

0.52 0.25 0.00 0.00

19.80 9.58 1.93 0.87

5.28 2.56 9.63 4.36

4.00 1.94 2.13 0.96

7.21 3.49 3.12 1.41

0.81 0.39 0.53 0.24

46.87 22.69 56.04 25.36

1.96 0.95 0.38 0.17

1.04 0.50 0.00 0.00

6.60 3.19 1.37 0.62

76.68 37.12 122.73 55.54

H20.6 H20.10

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

-
2
3
-

206.57 100.00 207.47 100.00100.00 205.37 100.00 222.02

1.11 0.54 0.09 0.040.05 0.02 0.20 0.10

0.00 0.00 0.00 0.000.00 0.00 0.00 0.00

0.10 0.05 0.05 0.020.06 0.03 0.36 0.17

0.01 0.00 0.00 0.000.19 0.09 0.29 0.14

0.31 0.15 0.00 0.000.02 0.01 0.09 0.04

1.02 18.22 8.87 4.354.04 1.96 2.12

0.58 0.80 0.360.89 0.29 0.14 1.191.84

0.020.62 0.00 0.00 0.040.00 0.00 1.28

9.86 42.12 18.9722.74 32.15 15.50 20.2446.98

0.460.29 0.24 0.12 1.030.09 0.04 0.60

2.62 2.61 1.181.68 2.77 1.34 5.383.47

0.030.12 0.34 0.17 0.060.14 0.07 0.24

0.38 0.54 0.240.06 0.21 0.10 0.780.12

7.1214.99 18.06 8.79 15.8115.98 7.74 31.09

0.79 4.93 2.227.14 2.29 1.10 1.6214.75

1.141.96 4.76 2.32 2.527.32 3.54 4.07

4.08 8.99 4.054.38 5.01 2.41 8.389.05

0.310.33 1.13 0.55 0.690.70 0.34 0.68

17.60 59.63 26.8615.60 32.08 15.46 36.1532.23

0.290.20 12.01 5.85 0.643.22 1.56 0.42

0.00 0.00 0.000.00 0.00 0.00 0.70 0.34

6.68 13.90 6.2610.86 5.99 2.89 13.72

29.66 63.22 28.47

乾 電 池

蛍 光 管

そ の 他

合計 （使 用） 重量

調査年月日

木 ・ 竹 ・ 草

瀬 戸 ・ ガ ラ ス

ビ ン 類

ビ ニ ー ル 類

ゴ ム ・ 皮 革 類

そ の 他 紙 類

紙 パ ッ ク

そ の 他 紙 製 容 器

布 類

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

H18.6 H18.11 H19.5 H19.11

ごみ組成

厨 芥 類

新聞・チラシ・雑誌

書 籍 類

ア ル ミ 缶

ス チ ー ル 缶

金 属 類

発 泡 ト レ イ

ペ ッ ト ボ ト ル

プ ラ ス チ ッ ク 類

プラスチック製容器

段 ボ ー ル

22.43

21.25 85.24 41.09 60.9243.89

1.96



105.96 100.00 113.44 100.00

1.67 1.58 0.52 0.46

0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.03 0.03

0.03 0.03 0.88 0.78

0.02 0.02 0.17 0.15

0.33 0.31 0.34 0.30

0.00 0.00 0.15 0.13

0.00 0.00 0.09 0.08

0.87 0.82 4.01 3.53

0.08 0.08 0.03 0.03

2.44 2.30 5.38 4.74

0.01 0.01 0.07 0.06

0.02 0.02 0.95 0.84

5.59 5.28 8.04 7.09

0.32 0.30 1.57 1.38

2.48 2.34 2.37 2.09

8.29 7.82 7.90 6.96

1.18 1.11 0.33 0.29

32.72 30.88 22.65 19.97

1.21 1.14 0.84 0.74

0.00 0.00 0.00 0.00

2.82 2.66 4.84 4.27

45.88 43.30 52.28 46.09

H22.6 H22.10

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

＜　事　業　系　廃　棄　物　＞

0.04

4.83

43.25 41.91 57.63 51.11

4.67

0.00

0.34 0.33 0.08 0.07

6.63 6.43 2.36 2.09

0.53 0.51 1.38 1.22

5.01 5.26

0.00 0.00 0.00

5.17

重量比
（%）

25.29 24.51 25.65 22.75

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

H21.10

103.19 100.01 112.75 100.00

0.06 0.06 0.24 0.21

0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.13 0.12

0.96 0.93 0.56 0.50

0.20

0.09 0.09 0.14 0.12

0.06 0.06 0.22

0.85 0.82 1.67 1.48

6.65 5.90

0.00 0.00 0.00 0.00

0.41 0.40

0.01 0.01 0.04 0.04

0.63 0.61 0.64 0.57

4.09 3.96 2.27 2.01

1.00 0.97 0.68 0.60

2.41 2.34 1.66 1.47

0.24 0.04

11.16 10.82 5.45

0.25

H21.6

207.74 100.00 212.27 100.00

0.01 0.00 2.22 1.05

0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00

1.30 0.63 1.78 0.84

0.40 0.19 0.66 0.31

0.41 0.20 0.43 0.20

2.40 1.16 2.64 1.24

0.00 0.00 0.00 0.00

2.67 1.29 7.72 3.64

0.59 0.28 0.05 0.02

9.98 4.80 5.38 2.53

0.05 0.02 0.06 0.03

1.33 0.64 1.94 0.91

4.78 2.30 0.66 0.31

0.56 0.27 5.43 2.56

2.50 1.20 1.06 0.50

6.02 2.90 10.07 4.74

0.05 0.02 0.48 0.23

82.65 39.79 61.26 28.86

2.50 1.20 0.90 0.42

0.00 0.00 0.00 0.00

3.00 1.44 7.33 3.45

86.54 41.66 102.20 48.15

H20.6 H20.10

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

-
2
4
-

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

重量比
（%）

重量
（㎏）

H19.12

ごみ組成

H18.6 H18.11 H19.5調査年月日

厨 芥 類 56.96 27.25 137.20 64.99 64.69 31.33 153.03 64.13

新聞・チラシ・雑誌 2.38 1.14 5.89 2.79 3.04 1.47 6.04 2.53

書 籍 類 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

段 ボ ー ル 7.40 3.54 4.74 2.25 10.00 4.84 4.63 1.94

そ の 他 紙 類 53.98 25.82 26.38 12.50 72.80 35.25 37.95 15.90

紙 パ ッ ク 0.14 0.07 0.30 0.14 0.93 0.45 0.55 0.23

そ の 他 紙 製 容 器 12.90 6.17 11.93 5.65 12.76 6.18 15.31 6.42

布 類 28.90 13.83 1.07 0.51 3.80 1.84 0.80 0.34

プ ラ ス チ ッ ク 類 2.66 1.27 1.41 0.67 3.21 1.55 0.94 0.39

プラスチック製容器 12.28 5.87 7.57 3.59 13.47 6.52 5.74 2.41

ペ ッ ト ボ ト ル 6.54 3.13 1.29 0.61 5.50 2.66 0.69 0.29

発 泡 ト レ イ 0.04 0.02 0.05 0.02 0.07 0.03 0.05 0.02

ビ ニ ー ル 類 3.66 1.75 5.32 2.52 4.62 2.24 4.48 1.88

ゴ ム ・ 皮 革 類 0.11 0.05 0.06 0.03 1.68 0.81 2.90 1.22

木 ・ 竹 ・ 草 3.69 1.77 4.12 1.95 2.92 1.41 3.23 1.35

瀬 戸 ・ ガ ラ ス 0.10 0.05 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00

ビ ン 類 3.89 1.86 1.17 0.55 1.95 0.94 1.26 0.53

金 属 類 0.48 0.23 0.23 0.11 1.86 0.90 0.30 0.13

ア ル ミ 缶 2.17 1.04 0.59 0.28 0.28 0.14 0.00 0.00

ス チ ー ル 缶 10.56 5.05 1.77 0.84 2.62 1.27 0.67 0.28

乾 電 池 0.05 0.02 0.00 0.00 0.01 0.00 0.04 0.02

蛍 光 管 0.00 0.00 0.00 0.00 0.14 0.07 0.00 0.00

そ の 他 0.15 0.07 0.02 0.01 0.14 0.07 0.03 0.01

合計 （使 用） 重量 100.00100.00 206.50 100.00 238.64209.04 100.00 211.11



 

平 成 18 年 度 平 成 19 年 度 平 成 20 年 度 平 成 21 年 度 平 成 22 年 度

60,958 60,987 60,802 60,729 60,465

25,018 25,303 25,550 25,830 25,995

137 135 137 126 135

43.01 52.40 120.42 65.93 106.20

不 法 投 棄 37.12 58.10 48.93 100.83 110.17

不 法 投 棄 合 計 80.13 110.50 169.35 166.76 216.37

普 通 ご み 13,751.36 13,437.50 12,625.08 8,915.57 9,146.05

（ 内 、 生 ご み ） 0.00 0.00 0.00 0.00 190.81

粗 大 ご み 1,322.55 1,482.26 2,310.11 133.08 187.10

破 砕 し な い ご み - - 192.02 462.83 592.81

資 源 ご み 1,533.65 1,662.28 2,001.63 2,233.17 2,248.03

339.18 334.57 482.37 322.94 404.80

15,413.09 15,254.33 15,609.58 9,834.42 10,330.76

16,946.74 16,916.61 17,611.21 12,067.59 12,578.79

4,135.68 3,654.13 3,328.22 3,906.63 4,052.10

579.83 680.85 896.37 985.82 747.69

84.02 63.92 25.61 72.18 17.90

22.65 29.13 38.23 11.84 14.06

4,799.53 4,398.90 4,250.20 4,964.63 4,817.69

4,822.18 4,428.03 4,288.43 4,976.47 4,831.75

20,292.75 19,763.73 20,029.13 14,965.81 15,364.82

21,849.05 21,455.14 22,068.99 17,210.82 17,626.91

2,433.01 877.33 302.58 361.68 569.79

22,725.76 20,641.06 20,331.71 15,327.49 15,934.61

24,282.06 22,332.47 22,371.57 17,572.50 18,196.70

1,556.30 1,691.41 2,039.86 2,351.18 2,352.55

1,441.62 1,524.24 1,564.14 1,668.33 1,772.55

- - - 218.34 103.92

0.00 2.80 7.75 12.18 24.68

114.68 164.37 361.80 361.87 451.40

- - 106.17 90.46 0.00

22,840.44 20,808.23 20,701.26 15,701.54 16,410.69

20,407.43 19,930.90 20,398.68 15,339.86 15,840.90

2,433.01 877.33 302.58 361.68 569.79

12.87 10.57 9.62 8.23 7.97

5.29 0.85 0.32 0.30 0.34

8.89 6.23 6.74 6.60 8.21

12.89 12.93 12.77 9.48 12.26

0.00 0.05 0.00 0.00 0.00

2.35 3.25 3.60 3.55 3.40

1.30 1.42 2.48 2.66 2.24

0.75 0.85 0.68 1.00 0.95
直接 166.28 80.07 60.61 44.09 89.14

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

14,206.32 13,937.37 12,336.15 0.00 66.41

12,697.01 13,449.35 12,336.15 0.00 66.41

1,509.31 488.02 0.00 0.00 0.00

8,519.44 6,703.69 8,003.31 15,625.63 16,219.77

7,666.08 6,445.40 7,700.73 15,263.95 15,649.98

853.36 258.29 302.58 361.68 569.79

6,069.00 5,865.00 4,717.50 6,366.50 4,751.50

17.1% 18.2% 18.0% 22.1% 22.4%

761.66 759.95 791.39 544.42 569.96

692.73 685.27 701.44 443.67 468.10

915.21 893.73 900.39 688.62 712.12

1,021.40 927.26 913.99 704.93 737.94

資 源 処 理 量 （ 別 処 理 分 ）

(単位：トン)

資源貯留分(センター内貯留)

産 業 廃 棄 物

廃棄物合計(資源ごみを含む)

不 法 投 棄

廃棄物合計(資源ごみを除く)

一般廃棄物合計(資源含む)

減 免

事業系合計 (資源含む)

資 源 ご み

事業系合計 (資源除く)

年 度 末 世 帯 数 ( 世 帯 )

一般廃棄物合計(資源除く)

直 接 搬 入

不
法
投
棄

家庭系合計 (資源除く)

事

業

系

廃

棄

物

許 可 業 者 搬 入

直 接 搬 入

委

託

処

理

タ イ ヤ

バ ッ テ リ ー

蛍 光 管

乾 電 池

特

定

家

電

エアコン(51㎏ /台で換算)

テ レ ビ (25 ㎏ / 台 で 換 算 )

売

却

等
( 内 、 一 般 廃 棄 物 )

( 内 、 産 業 廃 棄 物 )

破 砕 鉄 く ず 出 荷 量
破

砕

処

理
( 内 、 一 般 廃 棄 物 )

( 内 、 産 業 廃 棄 物 )

粗 大 鉄 く ず 出 荷 量

廃棄物埋立量(一般廃棄物)

1日1人あ
たり数量
（ｇ）

廃棄物埋立量(全体)

埋

立

破 砕 埋 立

 リ　　サ　　イ　　ク　　ル　　率

( 内 、 産 業 廃 棄 物 )

家庭系廃棄物

家庭系廃棄物(資源を除く)

直 接 埋 立

覆 土 量

資 源 出 荷 量 ( 鉄 く ず を 除 く )

冷 蔵 庫 (59 ㎏ / 台 で 換 算 )

洗 濯 機 (25 ㎏ / 台 で 換 算 )

直

接
( 内 、 一 般 廃 棄 物 )

( 内 、 産 業 廃 棄 物 )

( 内 、 一 般 廃 棄 物 )

資源化残渣(センター内発生分)

処 理 廃 棄 物 合 計 （ 埋 立 処 理 ）

４ 北広島市クリーンセンター廃棄物処理状況

年 度 末 外 国 人 登 録 者 数 ( 人 )

委

託

収

集

受

入

廃

棄

物

家庭系合計 (資源含む)

家

庭

系

廃

棄

物

一

般

廃

棄

物

資源化残渣(委託処理持戻り分)

資 源 ご み 合 計

年 度 末 住 民 基 本 台 帳 人 口 ( 人 )
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※　数値は、小数点以下第３位で四捨五入したものである。

※　平成20年度より不法投棄に不適正排出を含む。

※　委託処理分は、全て一般廃棄物とみなす。

※　危険ごみの数量は、普通ごみに含む。

※　表中の"-"表記は、実績はあるが計量を行っていない、または重量によるデータがな
　い事を示す。

※　リサイクル率
　＝(直接資源化量＋中間処理に伴う資源化量＋集団回収量）/（ごみ処理量＋集団回収量）

※　処理に係る、一般廃棄物と産業廃棄物の按分については、処理廃棄物合計から、委託
　処理分及び粗大鉄くず分をそれぞれ差し引いた数量を元に算出したものである。

　＝(直接資源化量＋中間処理に伴う資源化量＋集団回収量）/（ごみ処理量＋集団回収量）

ごみ処理量の推移

10,330.76
9,834.42

15,609.58
15,254.33

15,413.09

4,817.694,964.63

4,250.204,398.904,799.53

60,958 60,987 60,802 60,729 60,465

692.73 685.27 701.44

443.67 468.10
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）
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ご
み
量
（
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）
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1
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1
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家庭系合計(資源除く) 事業系合計(資源除く)

人口 1人1日当たりのごみ排出量
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